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 震源断層を特定した地震動予測地図の見方のポイント 
全国一律に手続き化された強震動予測結果の例（立川断層帯のケース１の例） 

S波速度Vs＝600 m/s相当層に 
対する表層地盤増幅率分布 

軟らかい地層が厚く堆積してい

る平野や盆地等では、地震動の増

幅が大きく、山地や台地に比べて

大きな地震動に見舞われます。こ

の例では、断層を挟んでほぼ対称

の位置にあるにも関わらず、 

  東方の関東平野側 

では 

  西方の関東山地側 

に比べて、はるかに大きな地震動

に見舞われています。 

関連説明→ 解説編－62～67 

アスペリティ（断層面上で大きな

地震波を放射する領域のこと）の

直上や至近では、大きな地震動に

見舞われます。 

表層地盤の良くないところでは、

増幅が大きく、大きな地震動に見

舞われます。この例では、例えば 

相模川沿いの低地 

多摩川沿いの低地 

荒川沿いの低地 

あるいは 

東京湾岸の低地 

などで、周囲に比べて相対的に大

きな地震動に見舞われます。 

地表面の震度分布 

震源断層モデル周辺地形 
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地震動予測地図を通して地震を知り地震防災に役立てる 
いろいろな種類の地図を使いこなして備えるべき地震を知り地震防災に役立てる 

早速、神奈川県の拡
大図を見てみる。 

表層地盤増幅率を見てみた。 

震度６弱の最大影響度
マップを見てみると 

長期評価を調べる。活断層発見！ 

断層モデル
を見る。 

予測震度分
布を見る。 

例えば、横浜に住む、
ある人が、確率の分
布の地図を見てみ
る。「もう少し細か
く見てみよう！」 

「やはりこのあたり
は確率が高い！ で
も詳しく見ると、東京
湾岸や相模川沿いの
低地の方が確率は高
いようだ。すると、地
盤が違うのかな？」 

「なるほど、
三浦半島断
層群、地震発
生確率の高
い主要活断
層か。揺れの
分布も調べ
てみよう。」 

「足元に、こんな断層面が広が
っているとは。ここで地震が起
きたら、かなり揺れそうだ。」 

「場所によ
っては震度
６強以上の
最大級の揺
れ の お そ
れ！ 今か
ら備えを始
めよう。も
っと調べて
みよう。」 

更に詳しくは、地震調査研究推進本部（http://www.jishin.go.jp/main/index.html）や 防災科学技術研究所 
地震ハザードステーション J-SHIS（http://www.j-shis.bosai.go.jp/）を御参照下さい。 
なお、このページで用いられている地震動予測地図は、2010 年時点のものです。 

「同じ地域でも、
海岸・川沿いは、
かなり揺れやすそ
うだ。相模トラフ
も近いので、気を
つけないと。で、
どんな地震に備え
るべきかな？」 
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「あれ、三浦半
島はカテゴリー
Ⅲで、周りと違
う。もしかして、
地震発生確率の
高い活断層でも
あるの？」 

横浜での
影響度 


